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蒻 日本医療機能評価機構認定病院

当院が開放病床を設置してから、早いもので

6年 目を迎えました。この間、開放病床の利用率も

向上して参りました。これも一重に地域の先生方の

ご理解とご協力の賜物であると病院職員―同、

深く感謝申し上げます。

さて、本年度の医療連携室の活動としては、

日頃、お世話になつております先生方と病院との

関係を、今まで以上により良くするような取り

組みを行つて参りたいと考えております。

その最初の取り組みとして表題に取り上げ

させていただきました「協力医療機関一覧」と

各医療機 関のパンフレットの掲 出をさせて

いただきました。これは、私どもや地域の患者様に

先生方の充実 した医療内容や特色をご理解

いただくことで、より良い形の連携を図るツールと

して設置させていただいたものです。是非、

―度、ご覧いただきたいと思います。

また、先生方から患者様のご紹介をいただいた

際に、受け入れ状況を、より迅速にお知らせする

ように連絡体制を整備いたしましたので、ご活用

ください。

私ども連携室は、日々の活動の中で「地域に

おける北陸病院の役害」は何か ?」を問い直して、

私達ができることを、やらねばならないことを

考え、実行して参ります。そして、先生方からお寄せ

いただく生の声を連携活動に生かして参りたいと

考えております。どうか、今後とも率直なご意見や

ご要望をぜひお間かせください。お待ちして

おります。
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内科・リウマチ担当

中野 未央

2月 より赴任し、健診センターおよび膠原病・リウマ

チ外来 を担 当させていただいてお ります。現在

は子育て中ということもあり、非常勤医として勤務さ

せていただいております。そのため何かとご迷惑をお

かけすることもあるかと存じますが、よろしくお願い

申し上げますc

さてリウマチ性疾患において、関節リウマチを中心

に特に生物学的製剤が導入されたことに伴つて、そ

の治療法は目ざましく進歩しております。関節リウマ

チではより早期に診断、治療を行うことで骨破壊の進行

を遅らせることが明らかとなり、
″
寛解導入

″
、
″
寛解

の維持
″
が治療目標となつてきております。抗⊂CP抗

体の測定や手足の MRIな ども診断に有用な検査
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となつています。

当院でも MTX、 生物学的製剤 による治療を

積極的に行つており、他科の先生方と協力し、より

充実 した診療を心がけてまいります。多関節炎や

不明熱の症例、難治性のリウマチの症例など遠慮なく

ご紹介いただければ幸いです。今後ともよろしくお願い

申し上げます。
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研修医

高田泰史

『平素より大変お世話になりありがとうございます』

私が教わつた紹介状の書き方は、いつもこの一文から

始まります。

2010年 7月 から2011年 3月 まで、卒後臨床研修

1年 目の研修医としてKKR北陸病院でお世話になつて

いました。

地域医療連携という点では、地域の先生方からの

入院目的の紹介患者様、もしくは救急搬送の患者様

などの初期対応にあたらせていただき、入院後の治療を

指導医の先生方と担当し、最後には逆紹介という形で

退院まで持つていく。そのような一連の過程で様々な

勉強をさせていただきました。特に、一度先生方の

目を通されている患者様は、一筋縄ではいかない、

一瑾

趙

涎

瑶ヽ林 尚費 D「 , 嵩霧 泰鐵 D「 .

いわゆる重症の方が多く、ひとつひとつの症例がとても

貴重なものであつたと感じております。

この研修期間で、患者様の紹介に際して、「この先生に

任せれば大丈夫だ」という信頼がとても大切だと

感じました。私もそのような信頼される医師を目標に、

成長していきたいと思いますので、『今後ともご高配

よろしくお願い申し上げます。 研修医 高田泰史 拝』
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約 10年ぶりの糖尿病の新薬として、「インクレチン関連薬」

と呼ばれる製斉」が発売されました。平成 21年 12月 から

発売された、DPP-4阻害薬 (内服薬)や、平成22年6月発売の

GLP l受容体作動薬 (注射薬)が、患者さんの間でも話題と

なつています。

特に昨年 12月 8日 放送の NHK「 ためしてガッテン」で

とりあげられ、画期的な新薬が開発されてこの薬は低血糖も

おこりにくく「アメリカドクトカゲ」が開発のきつかけになつた

という内容でした。もちろん当院でも発売されると同時に

インクレチン関連薬を導入し患者様の治療に適切に対応

させていただきます。

つぎに出る糖尿病の新薬として世界中で話題になつて

いるのが、「SGLT2阻 害薬」と呼ばれるものです。これは、

腎臓の近位尿細管でのブドウ糖の糖の再吸収をおこなう

SG LT2を 阻害するお薬です。腸管から吸収された糖を、

内科音F長 高山嘉宏

尿に出してしまうわけですから、わかりやすい薬です。

これまでの糖尿病の薬は、体重が増加することが多かつた

のですが、この薬では、血中の糖が排泄されるわけですから、

体重がへることが期待されます。数社で開発が進められ、

現在認可前の治験中ですが、当院でもある製薬会社の治験に

参加させていただいております。

第 ‖相試験 (フェーズ ‖)で比較的軽度な患者様を対象に、

有効性。安全性・薬物動態などの検討をおこなつております。

このように当院では、発

売前の新薬の治験から発

売直後の新薬まで、最新

の治療の提供が

できるように努力を続け

ております。
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機能評価受審にむけ当院の取り組みをご紹介いたします。

まずは5年前にさかのぼり、受審に向けスケジュールを

立てました。当初はVer.5.0を 目指しておりましたが、Ver.6.0

でと決まりました。蓋を開けてびつくり、マニュアルの整備に

追われる日々が続きました。KKR本部に依頼して機能評価の

エキスパートから指導を受け、8月 17日 から毎週1回定例

躙 蒻 鰊 晰
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健康管理センター冨1セ ンター長

局 畠 ひ ろ子 機 能評価推進委員)

会議を計21回 開き、問題点を一つずつ解決してきました。

マニュアルの整備と実践の平行が大変でした。なにより

職員が一丸となり、患者様の日々の生活が少しでも安全に

安心して医療を受けられるようにと、取り組めたことが一番

良かつたと考えています。

靱 「
賞

書庫状態で殆ど活用されていなかつた。分室 (医局)もあつたが、管理上のことも考慮し―元化としインター

ネット検索ができるように設備も整えた。また、第 2会議室を閲覧室として兼用活用することで、図書室の

利用効果に期待する。

〔アメリカドクトカゲ〕

肇紛
鏃
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受付時間 8:30～ 12:00

毎 携

=
″ 木 金

″ 熾 徊 , 珈 鵬
二診

高 山

(糖尿病 )

伊藤
(循環器 )

篠崎
(消化器 )

増永
(消化器 )

高山
(糖尿病 )

鬱 脩 濡 靡 鵬
四診 伊藤

(循環器 )

中野
(リウマチ)

一診 森下 荒能 飯田 荒能 森下

二診 新谷 森下 荒能/森下 新谷 荒 能

=
=
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内科 ――――診療時間 [9iOO～ 12:30 13130～ 17:15]
スリム外来は毎月第1木曜日(午後14100～ 1500)です。
足相談外来は毎月第2木曜日と第4水曜日です。

禁煙外来は毎週金曜日(14:00～ 17100)です。
4月より外来担当医の若干の変更があるかもしれません。

神経内科 ―― 診療時間 [13:30～ 16:30]

診療日は、木曜日午後のみです。

外科 ―――― 診療時間 [8:30～ 12:30]

午後の診療は手術検査のため外来診察は行いません。

本曜日午後は肛門浮し腺専門外来があります。

ただし、急患の場合はこの限りではありません。

4月 より外来担当医の若干の変更があるかもしれません。

整形外科 ―― 診療時間 [9iOO～ 12:30]

初診 再診ともに予約制です。整形外科外来にお問い合わせ

下さい。火 金曜日の午後(14:00～ 1730)は肩関節専門
外来です。月 水曜日の午後、及び木曜日の午前 午後は手術

検査のため診療を行いません。

受付時間 13:00-1フ :00

午後 月 火 水 本 金

ル 要 華 論 楡 靱
二診

増永
(消化器 )

下
圃
道
晴 訥』

1400～ 高山
罐尿病スリム外来)

増永
(消化器 )

彰 駐 琲 膠
四診

下

励

道

皓

17:00^― ]8:0〔

高山
看護師 (第 4水 )

足相談外来

1330～

赤木榊経内神

14:00ん

大竹傷2は代診)

轟 14i3Cl

小田 松本

莉
1330～

交代医

莉 莉

血管外科 ―― 診療時間 [14:OO～ 1 7iOO]

診察日は火 1麗 日午後のみです。(第 2火曜日は代診 )

泌尿器科 ―― 診療時間 [9i00～ 12:30 13:30～ 17:15]

月 水曜日の診療は手術 検査のあるときは外来診察が

できない場合がありますので、当日こ確認の連絡を下さい。

呼吸器外科 ―診療時間 [14:30～ 17:00]
診察日は人曜日午後のみです。

(第 1火曜日は松本医師、その他の週は小田医師)

※急患の方はこの限りではこざいません。

※医師の診療日が変わることがあります。

上記以外にも訪問診療 訪問看護を行つています。

休診日:土曜日 日曜日 祝祭日
年末年始(12/29～ 1/3)倉 J立記念日(11月 9日 )

今回は金沢大学循環器内科 山岸正和教授の講演を予定しております。日頃、お忙しいことと存じますが多数の

御参加をお待ちしております。

特別講演

『動脈硬化疾患管理におけるインターベンシ

演者 :金沢大学 臓器機能制御学 (循環器内科
教授 山岸 正和 先生

日時 :4月 11日 (月)午 後 7日寺30分より
場所 :ホテル金沢 4F エメラルド
金沢市此花町 6 10 TEL.0762612111

〒921‐8035金沢市泉が丘2… 13¨43

TEL 076… 241‐ 1259 FAX 076… 243… 1292 URL http://www.hokuriku― hosp.ip/顆
鰤


